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く ) 与 式 = - 3
m

( 2 ) 与式 = 6xt 3 Y - x + 4 y
= 5 x +

7Ymuun

(3) 与 式 = 3√5 t 2√5
= 505
m

(4) 解 の 公式 より
- 5 ±√ 5 ~ - 4×× 3

x =

2 × 1

=

-5 IVB
2

mmm

15 ) Y は x に 反比例 するので ､ とおくと ､
x = - 6 ､ 3 を 代入 して

3 =

-@ : . a = -18

よって､ に = 2 を代入 して

y = 一零
= 9
mm



( 6) 絶対値が2 以下の 整数は ､ 以下 の通り
- 2､ -

1

,0
.

1
,
2

よって 和 は
- 2 + (- 1 ) t □ 1 t 2 = 0

mm

(7 ) 円 すいの 体積 は

底面積 × 高 さ × 子 = 4 × 4 ×π× 6 × B
= 32 πcmmm

( 8 )

⑦ : C 1 m より 錯角 が
等 しいので
⑦ = 600

⑨ : 直線 は 180
” だから⑤｣幌品 ⑨ = 180 - 600

= 1200

⑦ : 三角形 の 内角 の 和 は 180より
⑦= 180~ - ( 120 ' + 20 ' )
= 180

~

- 1407

= 400

Lx と 近 は 対頂角 で 等 しから
Lx = 回

= 40m



2
.

( 1 )輪駐 場 A は 60 分 を 超 え 180 分 までは 240円
だから ､ 100 分駐輪したときの 料金は 240 円mm

(2 ) 直線 PQ の 式 を = axtb とおくと ､ P(20 ,100
)

Q ( 40 , 120 ) を 通 るから
100 = 20atb ー ①

+ 120 = 40 a tb ー ②
-20 = -209

:
. a = 1

a - 1 を ① に 代入 して

100 = 20 × 1 t ) ⇒ b = 80

よって Y = x + 80
mm

( 3 )

アー 120 分 を 超え 140 分 まで
A → 240 円
m～

B → 120 〈 x ≤ 140 より x = 140 のときと

同 じ料金 だから ､ Y =x +80 に = 140 を

代入 して = 140 + 80= 2円恐
よって ､ A の 方 が高 いので 誤 り

⑨ : 140 分 を超え 160 分 まで

A → 240 円
mm

B → 140 <x ≡ 160 より x = 160 のときと同じ料金
だから ､ Y=xtf 0 にC = 160 を 代入 して



Y : 160 + 80 = 240円
m

よって ACB 両方同 じ料金 なので 正 しい

ウ : 160 分 を超 え 180 分 まで
A → 240 円
m～

B → 160 〈 x ≡ 180 より x = 180 のときと

同 じ料金 だから
､

- x+ fo に x = 180 を

代入 して Y = 180 +50 二

～～
260円

よって B の 方 が 高 いので 誤 り

I : イより ､同 じ 料金 になるので 誤 り

(4 ) 180 分 を 超え ､300 分までのとき A は 330 円 である
｡

また B に 分駐輪したときの Bの料金 は
= tt 80である ｡よって ､

こ + 80 < 330

t ( 240

したがって ､ 240 分
mm

までは B の 方 が 安い

3

() まず ､2 つの奇数 の 積 について 考 える ｡

m
. in を 整数とすると ､ 2 つの 奇数は 2m + 1

,
2 n 1 と

表 される
｡

この 2 つの 奇数の 積は (2mt)(2nt) と表 すことが
でき ､ 変形 すると ､

(2mt)(2 n * 1 ) = 4mm + 2m + 2nt 1



恐 (2mntmtn
～～

) t 1

( ; ) ( ii )

2mntmen は 整数 だから
､

2 (2mmtm tn ) は

偶数である｡ したがって ､ 2 つの奇数の積 は奇数
m

である ｡

同じようにして
考

えると ､ 2 つの偶数 の積
､

偶数 と
奇数の積 はどちらも 偶数でmmある

(参考 )

2 つの 偶数 の積
min を 整数 とすると

､

2つの 偶数 は 2m
､

2m と 表 される
｡

これらの積 は ､

2m × 2n = 4mm = 2 × 2mm

2mm は 整数 なので ､ 2 ×2mm は偶数 よって 2つの

偶数 の 積は ､ 偶数
､

偶数 と 奇数 の積
m

.

n を 整数 とすると ､ 偶数は 2m ､
奇数 は 2nt 1

と 表 される
､

これらの積 は

2m × (2n + 1 ) = 2 × m \n + 1 )

m \ nt ) は 整数 なので ､ 2 × m( n + 1)は 偶数
｡
よって

偶数 と 奇数 の積 は 偶数

(2 ) 2つのさいころを 投 げたときの 出 る目 の 総数 は
6 × 6 = 36 通り
mn



の ab の 値 が 奇数 となるのは ､ ab ともに奇数
のときであるから

､

(a
.
b ) =

(

1 . 1 ) .
1

, . 3) ｡
(

, . 5 )

(3 . 1 ) , (
3

. 3
)

( 3
,
5 )

(5 . 1) .(
5

, 3
)

( 5 . 5 )

の 9 通りよって 求 める確率 は

蟋
② abt 3 b が偶数となるの
( ; ) ab .

3 b が 共 に 偶数
(ii ) ab .

3 b が 共 に 奇数
となるときである ｡

( ; ) ab
.
3 b が 共 に 偶数

､

3 b が 偶数となるのは ､ b - 2
.

4
.
6 の 3通り
m

このとき
､
ab が 偶数となるのは ､ a = 1 , 2 .

3
.

4
.
5
.
6

の 6 通り
m

よって
､

ab
.
3 % が 共 に 偶数 となるのは

､

3 × 6 = 18 通り
mmm

cii ) ab .
3 b が 共 に奇数

3 b が 奇数となるのは ､ b = 13 .
5 の 3通り
mm

このとき ､ab が 奇数 となるのは a - 13 ,5 の 3通り
以

よって ab .

3 b が 共に 奇数 となるのは
3 × 3 = 9通り
~m



以上 より ､ ab +3 bが偶数 となるのは
､

18 + 9 = 27 通り
m

よって ､ 求 める確率 は

=怒
③ .a - 5ab + 6 b = (a - 2b )(a - 3 b )

これが 3以上 の 奇数 になれば 良い
Q -2b a - 3D

a② る 4 5 6
レ

⑥-②~ 3 .
-

5- 5 .
-

8- 7 ､
,
11 - 9-141 ､ - 17

1
② ⑮ 40 ⑰ 126 ⑩

(a -2b)(G-3b )

0
,

-
1
-2
,

-4 - 4.- 7 -
6

. - 1 8
.

- 13 - 10
.

- 16
2

0 8 8 66 104 160

. 0 - 1 -3 - 3 -6 -5 -
9- 7 .- 12 - 9

.

- 15
3

0 ③ 18 ⑮ 84 35
4

2
,

1 0
/

-2 -2
.

-5 - 4
,
､- 8-

6

- い -8
.

-14

2 0 1 ① 32 66 1 い 2

3
,
2 1 ー t 1 - 4-

3 .
-

7- 5. - 10 - 7 , - 13

5
6 ー

1

4 ㉑ 50 ⑤
4

.
3 2

,
0 0 - 3 - 2

.

- 6 - 4 . - 9 .
6

. - 12

6
は 0 σ は 36 72



表 より Qa - 5ab + 6 ba = (a - 2 b)( a - 3b ) が
3以上 の 奇数～
～～んとなるのは 8 通り

｡

よって 求める
確率 は

蝣
4
い ) A ( - 2 , 1 ) は Y =Qx 上 にあるので x = -2 . y = 1

を 代入 して
に a × (_2)

2

= 4a

: . A =
m

(2 )

Y の変域 左 のグラフより ､必x において

し く= 4 のとき

g = # × 42

叩 = # × 16

x の変域 恣
よって ､ Y の変域は ､は



13 ) 点 B は 出 x 上にあり 4 なの

Y : 母 × 42

= 4 : ∴ B (
4
. 4

)mmmm

直線 AB の 式 を = Axtb とおくと
､
A (- 2､ ) ､

B ( 4 ,
4 ) を 通 るので

に - 2a tb ー①
_ ) 4 = 4 a tb ー ②
- 3 = - 6a

a = 王
A = 上 を ① に代入 して

に - 2 × 1 th ⇒ b = 2

よって ､ まx 2
～

(4 ) ロABDC は平行四辺形
① (6 ,9 ) なので

∞D

Λ ミ⑦ AC /1 BD

③ (4 ,41
ー >

.

よって 直線 AC と直線

Ʃ

2

藹 BD の 傾きは 等 しい



直線 AC は x軸方向 に +2 .y 軸方向 に⑧
の 傾きだから ､直線 BD の傾きも x軸方向 に t 2

.

Y軸方向 に +⑦ の 傾きとなる
｡ よって ､ D の

x

座標は

B の x座標 より +2 なので
､

4 + 2点 となる

D は ④ x上にあり x = 6 だから

Y = 出 x 62

= +× 36
4

= 9 : . D 16 ,91
mmmm

② やや難
DABDC は平行四辺形
だから､ 対角線 BC は

D

DABDC の 面積 を

二等分 する
｡

よって

OABC DBC
面積 が等 しい

⇒ □ ABDC = 2 × 0 ABC 1の

OABE = 口 ABDC より
OABE = 2 × OABC
… OABE は OABC の 面積 の 2倍 となれば 良 い



Y= 2xt 8 m

左国 のように
､ ABを

∞

EN m
通 る直線をl ,

1
a

D C を通 り l に平行な
ニ

薑

a ↳ l 直線 を m とする
｡

a
⑩

☆ ⇒ m は CD を通 る
｡a=

へ また ､
Ccm との 距離が

等 しく
､
m と 平行 な

直線 を n とする

また ｡ n と = 2xt 8 の 交点 を E とする
｡

OABC と OABE において ､底辺 を共通 の ABE

すると ､面積比 は 高 さ 比 と 等しい｡ 直線 9 mn の

関係 より OABE の 高 さは OABC の 高 さの 2倍

である ｡
よって ､ 求 める 点 E の座標 は = 2xt8 と

n の 交点 である｡

B (4 ,
4 )
, D (6 , 9 ) より

(6 ,9 ) な 国 の ⑦ は
∞D

⑦ = 9 - 4 =5

( 0,6) a 言⑦ よって ､ C の Y座標 は
⑦ (4 ,41

ー >
.

2 1 け ⑦ = 14 5 = 6

→ 藹 ⇒ ( ( 0
,
6 )

mm

2



Y= 2xt 8 n

直線C の Y 切片は
(3) より 2だから

､人∞ m

D 直線 n の 切防 は
4 ニ

6

l 6 + 4 = 10
mmパ lcm " n より

､

直線n

等 しい
の 傾きは ､ 王

mm

( 3 ) より AB の 傾 き
cul
以

と寺 しい

よって ､直線 n : = 1 xt 1 o

E は = 1 x + 1 o と Y = 2x +8 の 交点 だから

{
Y = 五 xto ー②

y = 2xt8 ー⑩

⑦ を ⑨ に代入 して x = を ⑨ に 代入して､

Ix t 10 = 2 x + 8
Y = 2 × 4 よ

や - ② x = - 2 1 =⑤+ 8
i

. x = ④ =③2

よって ､ 求 める座標 は (54.



5

( い )

国 2 のように ､直線EO と

円 O の 交点 のうち
､
点 E と

Λ 異なる 点を Fとし ､ まず
､

4
OABE ∞ OEBD であることを

3
証明 する

Ii ×
OABE と OEBD において ､

共通 な角 だから

LABE = LEBD ー①

弧 DE に 対 する 同周角 は 等 しいから
LDAE = LDFEmm

ェ

ー ②

ODEF は 辺 EF を 斜辺 とする直角角形 である
から

､

LDFE
+

LDE =90 ー③
また

､ OEIBC であるから

+ LBED ～
ゥ “

90ー④

③
.
④ より
LDFE =<BED ー⑤

② .
⑤ より
LBAE = LBED ー ⑥

の ⑥ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいから
OABE S OEBD



したがって AB : EB = BE :BDn カ

このことから
､

4 : EB = BE : 1

:
. BE

2
= 4

BE 7 O より BE = 2cmmmm

(2) DABC で 三平方 の 定理 より

BC =√4-
2
=√ 16 - 9
ー

= ｢7 cm =

( ) より BE = 20m だから
CE = BC - BE

=G - 2cmmmmm

(3) やや 難
点 0 から AC に垂線を 下ろした

δ 足 を G とする
｡

3 - r また ､ 円 O の半径 をrcmmm
ー｢7 - 2しG とする ｡

1

h DAOG において OA は 円 O
r の 半径 だから Of =rmmm
ぃ

OE は 同 O の 半径だから ､OEm
OE = GC より GC =mmm

AC = 30m より AG = 3 -mumm



また ､ (2 ) より CE = - 2 で ､ CE = OG より
OG =7 - 2
mmm

よって ､OAOG で三平方 の 定理 より

ra = (√7 - 2 ) + (3 - r )
=

= 7 - 4√7 + 4 + 9 - 6 rtr
2

⇒ 6 r = 20 - 4√
10 - 2

｢7
i ､ r =

3
mwmwm

うデータを 小 さい 順 に 並 べる

2
,

2
,

4
,

5
.

7
,
7
.
8
.
9
.

10
,
10

.
11
,
14

中央値

よって ､ 中央値 :
”き 8 - 7

.

5児

(2 )

①

a . 範囲= 最大値一最り､値
三 田 市 の 範 囲 = 13 - 2 = 1

洲本市 の 範囲 = 13 - 2 = い

よって 範囲 が 等 しいので 正 しい
1 mn ア



b :
箱ひげ国因 から平均値 はわからないので

､

国 からはわからない
m～ゥ

②
↓
第3四分位数

ぃ

12 ヶ月

～
000000 :000 :000

中央値 第3四分位数～～

9 ヶ 月 3 ヶ 月

12 日 ~ 16 日 は 第 3 四分位数が含 まれているので ､
累積度数 は 9 ヶ 月 ｡ よって ､ 累積相対度数は

告 = 0
.7

(3 )

① 2 月 1 日 から 3 日 までの 3日間 のブライアスコアは

{ (x - 0 )
-
( Y - 0 )% ← ( 0 . 5 - 02 } ÷ 3

x
' ty

2

+ 0
.

52
=

ー ②
3



2 月 4 日 から 6 日 までの 3日間 のブライアスコアは

{ (x ーリ +

( はーり+ ( 0 . 5 -～ } ÷ 3
(- 0 . 5 )

2
= 0

. 52

=

(x - リ
+

し Y - ) 2 + 0
. 52
ー⑨

3

⑦ = ⑨ より

xty + 0 . 52 (x- 1 )
+
( は - 1 ) ~+ 0 .

52
=

3 3

⇐ xty '
,

0 . 52
=
1 x- リ+ ( はー )+ 0 . 52

⇐ x
←
y ー ( xー) ー ( はー) = 0

⇐ x'
ey - x 2

t
2 x- 1 - y '

+

2 y - 1 = 0

水 2x + 2 y - 2 = 0

⇒ x t y 1 = 0

⇒ y = - xt
'mmm

②
2 月 1 日 から 6 日 までの 6 日間のブライアスコアは
x
' ey ' + 0

.

5 +( xー ) + しは ) ^+ 0
. 52

6



=

x
+
y '

+

0 .25tx 2
-
2 x+ 1 + y 2. 2 y + 1 t 0

.

25

6

20
x

+ 2 y
2
- 2x - 2 Y + 2 .5

二

6

x
' ty

2
_ x - y + 1

､
25

=

3

ここで､ ( 3) ① より Y義 - x +1 だから
x
2
+ y- x - Y + 1 . 25 xt (-x+)

ー
x - ( -x+ t+ 1 . 25

ニ

3 3

=

x
'

+ x
ー 2x+ 1 -xtx - 1 + 125

3

2x
2
- 2x + 1 ､25

= ー @
3

ア :

y= -xt 1

↑
婁

1 l 0

2 月 7 日 から 9 日 までの 3日間 のブライアスコアは
(x - 1

)
+ (-x + ノーリ +(0 . 5 - 0 ) 2

3

xー 2x + 1 + x
≥

t 0
.

25
=

3



=

2x
2
. 2x + 1 . 25 一回
3

よって ⑥=@ となり 不適

仏 Y = -x+ 1

&
∠ 0 1

2 月 17 日から 9 日 までの 3 日間 のブライアスコアは
(x- 1 ) ~+ (-x+ 1 - 0 )

2
+ (0 . 5 - 1 )

2

3

x
-
2 xt 1 t x

2
t 0 . 25

ニ

3

x2
.
20 xt 1 ､25

ニ ー @
3

よって ⑥= @ となり 不適

ゥ y = -xt 1

↑
婁

0 ' 1

2 月 7日から 9 日 までの 3 日間のブライアスコアは ､



(x- 0) 2 +(- x + リーリ + ( 0
. 5 - 1

K

3

=
x
+

x '
+
0 . 25

3

2x
2
t 0

.
25

= ー @
3

条件 より ⑨ = @ - 15 だから

2xt 0 .25
=

2x
-
2 xt 1 . 25

- 153 3

⇒ 10x
+
1 .25= 10x ー 10 x + 6

.

25 - 2

⇒ 10 x = 3

:
. x = 13 = 0

.
3

よって
､
x = 0

.
3

～～

で 雨 が降ったのは 2月 8 日 と 9日
mn

ゥ


